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Ⅴ．福島西道路 
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Ⅷ．壺屋やちむん通り 
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Ⅸ．勝山橋 

Ⅸ 勝山橋 橋梁・高架橋 福井 福井県

意識変化 活動変化 空間変化

ポスティング ○勝山の風景を連想したとき
に勝山橋が含まれるように
なった
○勝山橋のある風景に対して
愛着を持つようになった
○歩いていて心地よい空間に
なった

○写真を撮る機会が増えたも
しくは撮るようになった
○橋で立ち止まることが増え
た
○橋詰広場で休憩するように
なった
○橋上で立ち止まって風景を
見るようになった

アンケート、および
ヒアリング

○勝山の風景を連想したとき
に勝山橋が含まれるように
なった
○勝山橋のある風景に対して
愛着を持つようになった
○移動の目印にするように
なった
○歩いていて心地よい空間に
なった

○写真を撮る機会が増えたも
しくは撮るようになった
○勝山橋を利用する回数が増
えた
○橋で立ち止まることが増え
た
○橋詰広場で休憩するように
なった
○橋上で立ち止まって風景を
見るようになった

ヒアリング

ヒアリング

ヒアリング

福井県勝山土木事務所

勝山氏建設課：松井氏

勝山市市街地活性化推進
室：池田氏

橋梁及び河川敷公園利用者

地域住民（勝山橋周辺
500m区域）

一般市民（市役所、勝山
駅、河川敷公園、橋上）

・外部表彰の受賞
・知人からの高い評価

ー

ー

ー

ー

ー

・整備をきっかけとして関わりのできた専門家を交えた周辺整備の実施（堤防の照明整備、市街地の大清水、街路整備等）

ー

ー

・半数以上が整備前と比較して誇りを持つようになった。

・少数ながら、通勤・通学や買い物、散策による利用や、橋上のベンチ利用、写真撮影の機会が増えている。
・地域のウォーキングイベント「歩こう会」の散策ルートに含まれている。

・特に歩道空間について、安全性を含めた高い評価が得られている。

・良い評価が得られており、特に歩道空間に関する評価が高い。
・一部では右岸の桜堤、周辺の山々と併せた風景として高い評価が得られている。

ー

ー

・小学校の学習の話題として取り上げられている。

ー

ー

調査結果概要

2000竣工、改修整備、大規模（地域全体へ影響）

現地での調査

意
識
変
化

整備した空間の機能向上に対する認知

造形・施設・空間の印象評価

親しみ・愛着

誇り

利
用
者

対象

利
用
者
行
動
に
与
え
る
効
果

▼イベント時の観覧席としての利用を想定していたが、現状では交通規制により通行止めとなっている。
・地域のウォーキングイベント「歩こう会」の散策ルートに含まれている。

定点観測調査

○商店街への入り口ゲートの
色彩変更について確認
○桜並木延伸整備についての
確認

○景観整備に対する意識の変
化

景観整備による効果 具体内容

施設を核とした避難体制の構築

利用者へのアンケート
調査

手法

・整備前と比較して愛着を持つようになった
　（一方で年配者層を中心に以前の廃止に対する愛着が強いという声も聞かれた）

捉えられた効果

橋梁周辺で定点観測 ○橋梁の利用状況を確認

そ
の
他

周辺景観の改善

周辺施設の連帯性の向上

視点場の形成

外部評価の高まり

利用形態・頻度等の変化

商業活動の活性化

地域活動の活性化

環境保全、学習活動

清掃等の維持管理活動

商業活動の変化

行
政

行政担当者へのヒアリ
ング

近隣住民同士の会話の場

利用ルールの形成

樹木の手入れ・花壇等の設置

施
設
周
辺
の
空
間

に
与
え
る
効
果

建物ファサード変化

軒先空間の変化

約半径500ｍ

勝山橋

勝山駅

勝山駅市役所

▲ベンチで休憩している様子 ▲橋上からの写真撮影様子

▲大清水広場の整備
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Ⅹ．油津堀川運河・木橋（夢見橋） 




